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1．研究目的 

近年，都市部では，地表面被覆の人工化や人工排熱，構造物の高密度化によるヒートアイランド現象

が問題とされている．広島市は大都市でありながらヒートアイランド現象を緩和する河川や緑地帯が数

多くあるので，ヒートアイランドのメカニズムを調べるのに適している．これまでのヒートアイランド

調査はバイクや車を用いた移動観測が主流であったが，頻度的な制約のため時間変化を詳細に調べきれ

なかった．そこで，定期運行している広島電鉄路面電車での移動観測を行い，広島市中心部から郊外に

かけてヒートアイランド強度を調べることにした．本研究では，特にヒートアイランド強度の日変化や

季節変化といった時間変化の詳細を中心として調べることを目的とした．また，気象条件の違いによる

影響も併せて研究した． 

 

2．研究方法 

2015 年 6 月 4 日 6:00～12 月 16 日

19:00 の期間において，図 1 に示す宇品

線，宮島線の 2路線で観測を行った．温湿

度センサー（気温精度±0.2℃）と GPSを

各路線の電車の屋根部に設置し，気温，湿

度，緯度，経度をそれぞれ 30秒間隔で測

定した．緯度経度をもとに図 1 に示す区

間に細分して気温を平均した．そして同

時刻の工大 AWS との気温差をとりヒート

アイランド強度を算出した．これは経時

補正も兼ねている．解析を進める中で，日

中に電車屋根部が日射によって加熱される影響が記録された気温データにも含まれていることがわか

った．そこで移動観測気温(T)が本来の気温(T')より上昇している気温差は広工大 AWS における気温

(Ta)と黒球温度(Tg)との差と比例していると仮定し，以下の補正により，T'を求めた．ここで比例定数

cの値は，種々試した結果，0.15が適当だと考えた． 

T − T′ = c(Tg − Ta) 

3．結果と考察 

3.1 日変化 

 宇品線においてヒートアイランド強度の高かった代表区間として「立町」，宮島線において最も海沿

いに位置する「阿品東」のそれぞれの平均日変化(6月～12月)を図 2に示した．立町の日変化に関して，

日中より夜間の方がヒートアイランドが強くなる傾向となった．これは広島市の中でも特に中心部であ

図 1．観測地域．太線が観測対象の 2路線． 



る立町において，日中に道路や建造物が蓄えた熱が

夜間の輻射熱となり放射冷却を妨げて気温が低下し

にくいことが原因として考えられる．阿品東の場合

は，日較差は 1.8℃と，立町の日較差 2.9℃に比べて

かなり小さい． 

3.2 季節変化 

 立町におけるヒートアイランド強度の季節変化を

時間帯別に図 3 に示した．日中のヒートアイランド

強度は夏の方が冬より強い傾向が見られるが，夜間

については冬の方が若干強まる傾向がある．日中に

は，夏の強い日射で都市部の舗装面が加熱される効

果が影響していると考えられる．一方，夜間について

は，日没が早い冬季は，郊外での放射冷却が早く始ま

り，都市部における前述したヒートアイランド強化

作用が影響するためであろう． 

3.3 海風による影響 

 海風が顕著な日として，広島地方気象台における 9

時～18 時の平均風向が南南西(南～南西)かつ平均風

速 2.5 m s-1以上という基準を設けて，7月～9月に

計 8 日間を抽出した．夏季の全体平均と海風日との

ヒートアイランド強度の差を海風による冷却効果と

みなし，風速との相関を図 4 に示した．立町が無相

関であるのに対し，海沿いの元宇品口では相関が見

られた．同じく海沿いの阿品東の場合は相関が弱く

冷却効果の度合いも小さい．同じ海沿いでも後背地

が大都市部の元宇品口の方が海風が発達しやすいた

めと思われる． 

 

4．まとめ 

 電車での移動観測によって従来より高密度なヒー

トアイランドに関するデータを取得できた．ヒート

アイランドの日変化，季節変化に加えて，海風による

ヒートアイランド緩和効果についても確認すること

ができた． 
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図 3．立町におけるヒートアイランド強度の

季節変化(6月 4日～12月 15日)． 

図 4．風速と海風による冷却効果との相関． 
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図 2．ヒートアイランド強度の平均        

日変化(6月 4日～12月 15日)． 


